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り骨欠損が大きくなる．この２点は骨折治癒機
転においては明らかにマイナス要因である．加
えて今回の３症例では術後早期より患肢をよく
使用していた．また２例では人工骨移植を行っ
たが充分な支持性が得られなかった．患者教育
も含めて外固定期間をある程度設けることも必
要であったかもしれない．骨粗鬆症，骨幹端の
粉砕が著しい症例では，掌側ロッキングプレー
トの固定性を過信せず，決して万能なインプラ
ントではないことを肝に銘じておく必要があ
る．
ま と め
１．橈骨遠位端骨折に対する掌側ロッキングプ
レート固定後に生じたプレート折損の３例を
報告した．
２．３例とも骨幹端の粉砕骨折例で，早期より
患肢を使用していた．
３．骨粗鬆症，骨幹端の粉砕が著しい症例で
は，掌側ロッキングプレートの固定性を過信
しない姿勢が必要である．
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私が手術で心がけていることは，手洗い前のセットアップ（体位，イメージのリ
ハーサル）をおろそかにしないということです．昔，先輩の先生に，『骨折の手術
は手洗い前で９割終わったようなもの，あとは淡々とやるだけ』といわれたことが
ありますが今でもその通りだと思います．
骨折では，上肢や下肢の牽引装置を上手に使ったり，上腕骨骨幹部・遠位端の骨
折では支持器や手台の上に載せることで，重力が貴重な助手となってくれます．
また，肩や膝の鏡視下手術の際には，関節鏡の器械やコード類の位置をシンプルに
設置することでその後の手術の流れがスムーズになります．セットアップののち，
安心して手洗いに臨めます．ですからよっぽどでない限り，他の人に体位取りを
任せてメス入れのときに登場するということは怖くてできません．
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